
４月２日 三陸沖の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013 年４月２日 03 時53分に三陸沖で M6.2

の地震（最大震度３）、同日11時08分にほぼ同じ場

所でM5.7の地震（最大震度３）が発生した。これら

の地震は太平洋プレートと陸のプレートの境

界で発生した地震である。 

 1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地

震の震源付近（領域ａ）では、東北地方太平洋

沖地震の発生後は地震活動が活発化している。

また、2012 年５月に M6.5（最大震度３）を最

大とする地震活動が発生した。この M6.5 の地

震により、久慈港で 11cm、石巻市鮎川で 6cm

の津波が観測された。また、同年 10月にも M6.3

（最大震度３）を最大とする地震活動が発生し

た。 

震央分布図※ 
（1997 年 10 月１日～2013 年４月５日、 

深さ０～100km、M≧4.0）

1923 年１月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央付近（領域ｂ）では、M６～７クラス

の地震を最大とするまとまった地震活動が

時々発生している。1989 年 11 月２日の M7.1

の地震（最大震度４）を最大とする地震活動で

は、10 月 27 日から 11 月２日の７日間に M5.0

以上の地震が 34 回発生した（このうち６回は

M6.0 以上）。また、この M7.1 の地震により、

北海道と三陸沿岸で高さ 50 ㎝未満の津波が観

測された（「最新版 日本被害地震総覧」によ

る）。 

なお、1968 年及び 1994 年末から 1995 年に

かけての地震活動は、それぞれ「1968 年十勝

沖地震」と「平成６年（1994 年）三陸はるか

沖地震」の余震活動を含んでいる。 

東北地方太平洋沖地震以前に発生した地震を+、東北地方太平洋沖以降に発
生した地震を薄い○、2013 年４月以降に発生した地震を濃い○で表示 

※2011 年３月 13 日～５月 30 日に未処理のデータがある。

ｂ 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2013 年４月５日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 
2011 年３月 11 日以降の地震を濃く表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震平成 23 年（2011 年） 
東北地方太平洋沖地震 

平成６年（1994 年）
三陸はるか沖地震

1968 年十勝沖地震 

ａ 

今回の地震平成 23 年（2011 年） 
東北地方太平洋沖地震 

発震機構はＣＭＴ解 

領域ａ内のＭ－Ｔ図※ 

（2011 年１月１日～2013 年４月５日）

気象庁作成



４月４日 石川県加賀地方の地震 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2013年４月４日 01時 58分に石川県加賀地方

の深さ 13kmで M4.2の地震（最大震度４）が発

生した。この地震は地殻内で発生した。 
1997年 10月以降の活動を見ると、今回の地

震の震源付近（領域ａ）では、2007 年６月 22
日に M4.6 の地震（最大震度４）が発生してい

る。 
1923年１月以降の活動を見ると、今回の震源

付近（領域ａ）では、M4.0を超える地震が時々

発生しており、1928年２月７日に M4.8の地震

（最大震度２）が発生している。 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2013年４月４日、 

深さ０～30km、M≧2.0） 

領域ａ内のＭ－Ｔ図（M≧2.0） 

震央分布図 
（1923年１月１日～2013年４月４日、 

深さ 0～30km、M≧4.0） 

領域ａ内のＭ－Ｔ図（M≧4.0） 

ａ 

今回の地震 

ａ 

森本・富樫断層帯 

砺波平野断層帯・ 
呉羽山断層帯 

邑知潟断層帯 

今回の地震 

森本・富樫断層帯 

砺波平野断層帯・ 
呉羽山断層帯 

邑知潟断層帯 

能登半島地震 

図中の細線は地震調査研究推進本部による 

主要活断層帯を表示 

図中の細線は地震調査研究推進本部による 

主要活断層帯を表示 

能登半島地震 

気象庁作成



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４月４日 千葉県東方沖の地震 

震央分布図 
（1923年１月１日～2013年４月５日、 

深さ０～120km、M≧6.0） 

 2013年４月４日 13時 42分に千葉県東方沖の

深さ 12km で M5.1 の地震（最大震度４）が発生

した。この地震は地殻内で発生し、発震機構（CMT
解）は西北西－東南東方向に張力軸を持つ正断

層型であった。 
1997年 10月以降の活動を見ると、今回の地震

の震源付近（領域ｂ）では、M3.0 以上の地震は

ほとんど発生していなかったが、「平成 23 年

（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の発生以降

地震活動が活発になり、M4.0 以上の地震がしば

しば発生している。そのうち、2012 年３月 14
日に発生した M6.1の地震（最大震度５強）では、

死者１人、負傷者１人、住家一部破損３棟など

の被害を生じた（総務省消防庁による）。 
1923 年１月以降の活動を見ると、今回の地震

の震央周辺（領域ｃ）では、M6.0 以上の地震が

しばしば発生している。最大の地震は 2011年３

月 11 日に発生した M7.6 の地震（東北地方太平

洋沖地震の最大余震、最大震度６強）である。 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2013年４月５日、 

深さ０～120km、M≧3.0） 
2013年３月以降の地震を濃く表示 

発震機構は CMT解 
 

 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

（2011年１月１日～2013年４月５日） 

★は今回の地震の震央位置 

ｃ

★ 

ａ

ｂ

今回の地震 

今回の地震 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ Ｂ 

Ａ 

Ｂ 
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４月６日 茨城県沖の地震 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2013年４月６日 05時 00分に茨城県沖で M5.2
の地震（最大震度３）が発生した。この地震の

発震機構（CMT 解、速報）は北西－南東方向に

張力軸を持つ正断層型である。 
1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地

震の震源付近（領域ｂ）では、M4.0以上の地震

がしばしば発生していた。また、「平成 23 年

（2011年）東北地方太平洋沖地震」発生後は、

しばらく地震活動が活発化した。 
1923年１月以降の活動を見ると、今回の地震

の震央周辺（領域ｃ）では、M6.0以上の地震が

しばしば発生しており、1938 年 11 月５日の

M7.5の地震（福島県東方沖地震）を含む活動や

1987 年２月６日の M6.7 の地震を含む活動など

のまとまった活動が見られている。 

震央分布図※ 
（1997年 10月１日～2013年４月６日、 

深さ０～120km、M≧3.0） 
2013年３月以降の地震を濃く表示 

 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図※ 

領域ａ内の断面図※（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ Ｂ 

今回の地震 

震央分布図 
（1923年１月１日～2013年４月６日、 

深さ０～120km、M≧6.0） 

ｃ
領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

※ 2011年３月 13日～５月 30日に未処理のデータがある。

★は今回の地震の震央位置 

★ 
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今回の地震 

Ａ

Ｂ

ｂ

（2011年１月１日～2013年４月６日） 

CMT 

CMT 

CMT 

福島県東方沖

地震 

CMT 

気象庁作成




